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日本の真ん中から

再エネ もっと。を

経済成長をもっと。

中部電力の

アクション



これ のエネ ギーインフラの枠を超えて。

という

ル

枠を超 。

まで

中部地域

中部電力には、いった

えて

い何ができるだろう。

たちは地域 を 点に、私

日本へ、 そ を げていく。

たと

の

へ

飛騨川 な を生かした

課題解決

の貢献

の豊か

によって 新しい再 利用の形をつくる。

地域 と サービスを実現し、たと

日

えば

水力発電

えば

本全体

世界

、

の

、

の

AI活用

の

経済発展

中小企業

につな

起

広

恵み

、

の

げて

エネ

DX伴走支援

いく。

の新 サステナビリテ の ャンス 、

こ

しい

経済発展の ンスも、 域から っとはじま 。

地球規模

の国の

私たち中部電力は、

チャ

持続的な発展

ィ

この

を

チ

地

実現し、

も

き

社会とともに

る

成長していく。

日本の真ん中から

再エ もっと。ネを

経済成長をもっと。

中部電力のDXアクション



置し
グル
DX推進室
ープ全体

推進体制
を設
のDXを実現

中部電力グループの実現力

と そ 化した 財“D”
を
”X”
細分化

人財育成
れぞれに特
したプログラムで

人
育成

「グループ共

デー
通デ

用
ットフォーム」

を整

タ活
ータプラ
備

お客さまの持続的な発展に貢献し、社会とともに成長していく
脱炭素社会の実現 社会の経済成長

中部電力グループが目指すDXのカタチ

社会課題 再生可能エネルギーの利活用促進

解決手法 水力発電計画へのAI活用
社会課題 中小企業のDX

解決手法 DX伴走支援サービス

超高齢社会

ヘルスケア領域へのデータ活用

の ・災害

地域マイ

甚大化

クログリ

頻発化

ッド

中部電力グループが取り組む社会課題 解決事例

グループの成長は までお客さま・社会とともにあり、今後もそれは わりま中部電力
地域の皆さまとともに

、これ
社会課題解決の手法を培い、この地域を超えて広く日本、

変
そして世界

せん。
に貢献してまいります。

中部電力グループのDXアクション ～地域の課題解決を起点に、日本そして世界へ～

社会課題

解決手法

社会課題

解決手法
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中部電力グループは持続的な社会の発展・成長のため、DXを通じて社会課題の解決に貢献していきます。

お客さまの持続的な発展に貢献し、社会とともに成長していく

な ために、 り組みは私 にとって喫緊の会の
課題は地球規 であり、 グループとして

さ

持続可能
課題です
らなる

。
社
この

再生可能エネルギー

脱炭素の取
模のもの
拡大を目指してい

たち
中部電力
ます。

エネルギー や 、 まざまな あります。再生可能
中部電力グループは

の
DX
拡大
を通じ

経済成長以外に
てそれら

も
の解決に

さ
貢献しともに

社会課題が
成長してまいります。

2017年度末 2021年 2022年 2023年 2024年（注）2024年9月 2030年頃

脱炭素社会の実現

は自 をはじめ、 ーバル プ チェ ンに
さまざ ーカ 多い 方、 ま まだ
す。

ーが
相談件数も 加し 、お客 ま

ー
だ
のDXをこれ

サ

中部地域に
連なる大小

からで
ポートすること

動
ま
当社
で

車産業
なメ
への
社会の経済成長

グロ
一
増
に貢献し

なサ
中小企業
ており
ていきま

ライ
のDXは
さ

す。

中小企業のDX推進による社会の経済成長

超高齢社会や災害の甚大化・頻発化などの社会の大きな課題 

0

20

40

60

80

100

（注）2024年度は9月までの実績を元にした推定値（注1）グループ会社を含む容量　（注2）未運開だが開発決定済み案件を含む

DX伴走支援サービス ご相談案件数

中部電力グループが目指すDXのカタチ

256万kW（注1）
359万kW（注1,2）

ス 36

（揚水除

太陽光 83
風力 21
バイオマ
水力 219

く）

320万kW 3年で
約1.8倍以上の（80億kWh）

拡大

グループの当社
再生可能エネルギ 発ー開

200万kW以上

お客さまとの
再生可能エネルギ 大ー拡

120万kW以上
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日本気象協会日本気象協会

な再エネ需要が高 る中 の 最大化」
運 てきた

で
「技術

の
継承」

●

●

●

脱炭素社会の実現に
限られた人財のみで
熟練スタッフが毎日

不可欠
用し

4時間掛けてお

ま
水力発電事業の
こなっていた

と
「発電計画

「発電量
知見の
の策定業務の効率化」

高
課題
まる電力需要に備え、熟練依存からの脱却を

●日本有数の水力発電地帯であり大規模で複雑な飛騨川水系にAIシステムを導入

　ダム を予
の を作

「流入量予測AI」
「過去検索AI」
「最適化AI」

へ
　過去運用

　売電金額最大

の水の流入量
を再現した翌
などの目

日
的に合わ

測
発電計画
せた

成
発電計画を作成

従来の手法か に効率化され、熟練スタ フ依存か の脱却ら
例年の発電量に

大幅
対し の

●

●

●

、
発電計画の策定業務に

約2%
おけ

ッ
（約3,000万kWh）
る計算が、30分程度に

ら
増電見込み
まで短縮

1

2

3

アプローチ
水力発電計画へのAI活用

取 組み
技術
課題解決への
と経験を

り
AIが学習し、目的に合わせた発電計画を策定

取り組みの結果
複雑な水系だからこそ、他にはないシステムへ

I 提案に対し、 ・運用の ランスを り、 ・A
引き

の
続き ないなが

発電量
ら、

・
CO
収益性
2を排出しない

実現性
水力発電

のバ
の

取
発電量増加に取

調整
り組

判断。
み、

水力発電運用者が
運用者の育成は
脱炭素社会の実現に貢献

おこ
していく。

水力発電が抱える課題を、AIの活用で解決し、脱炭素社会の実現へ

ダム

運営制約

貯水量の上下限など

翌 の

翌

日

日の

初期条件

ムダ
使用可能水量

水位、
など

過去実績

過去の運用条件、
発電計画

降雨量デー
（予測・

タ
実績）

流入量実績

流入量予測AI

翌日の流入量を予測

最適化計算AI

売電金額な の目的関数 最大化ど
（最小化）する計画案

を
を作成

必要に応じ

発電計画運用者

補正、翌日の発電計画を決定

過去検索AI

検索 、
過去運用
類似の過去発電計画

を再現した
を

計画案
し
を作成

日本気象協会

時間

発電量

時間

発電量

時間

発電量

水力発電計画

01取組
事例



ー ス例： るDDX伴走支援サX伴走支援サービビス例：画画像解析AI像解析AIにによよる検検品品

DX伴走支援

02取組
事例
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グループ 培 てき ソ ーションを、 の企業に
の現 を

っ
運び きるシステム

地域
を共に作り上

還元。
げることで、お客さまのDXを支援。

中部電力
お客さま
地域企業の

地へ
発展、

が
足
地域の

、
た
現場

経済成長

リュ
で活
に貢献していく。

企業のDXを伴走支援し、地域の経済成長に貢献

DX伴走支援サービス例：画像解析AIによる検品

ノ ハウ ×社内リ ー の よ 「デジタル 高いハー ル」●

●

ウ
企業ごと

不足
の“ものづくり

ソ
”
ス
の違いに

制約 に
よる「

る
パッケージ化さ

技術導入への
れたシステム導入の

ド
難しさ」

デ
課題
ジタル化の遅れが、経済成長の機会損失に

●お客さま自身がDXノウハウを保有し、自律的にDX推進されることを目指す

「実現性検証」 リスクを検証
  お 用いただ めに、 デル構築方法やポイントをレクチャー
「運用支援」
「AI活用支援」

　シス

AI適用可能性
客さまにA
テム

や
Iを活

導入後のAIモデル
くた
改善を

AIモ
伴走支援

現場で活用できるシステムを実現
目指 る、 さま自身による モデル や

●

●

●お客さ
す姿
ま
であ
のDXを

お客
支援することで、エネ

DX推進
ルギー

（AI
資源の

改善
有効活用・安定的

水平展開）
な
を実現
電力確保の一助に

1

2

3

ーチアプロ
中部電力グループが企業のDXをサポート

DX
課題解決への
を伴走支援

取り
（一例

組み
：画像解析AIを用いた外観検査自動化）

取り組みの
企業での

結果
DXが促進、電力事業にもプラスの効果

さま
製造ライン した み むことで、に当社

　　不良品

瓦製造企業
で開発
を自動で認識

のDXを
画像解析AI

し、検査

支援。
を組
を可

込
能に。

NG品
排出装置

ステージ2

進行方向

ステージ1

画像解析AIによる検品

画像解析AIで感知した不良品
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スマートメ ターを活用 電気 使用量 ら の をA
の衰えが

ー
見受けられる ら レ

高齢者
イルの人

生活変化
）を自

Iで
治体関係者

分析。
に連携し、

タ

電力
心身
イムリーに必要な介入をお

し、
一人暮
こなう

の
し
流れ
高齢者
を

か
（フ

構築。

電力データを活用し、地域の独居高齢者の健康状態を見守る

増 と支える
医

●

●

●

える
高齢者増加に
外出の減少に

高齢者世帯
よる
より

療・
心身の衰

働き
介護費の大幅
えに気づ

手の減少
な
き難
増加
くなる

課題
全国で加速する少子高齢化

と あるフレ 適切な介 より健康の回復が可能
はほぼ してい

入に
る

●

●

●

健康
電力ス
電気の使用量

要介護の中間に
マートメーター

からフレイル

イル
全家庭に

状態
設

状態の高齢者

なら
置が
を抽
完了
出

活用」 スマートメ ーを使うのでセ サー の追加設置が不要「既設設備
「自治体と

を
連携」　収集

　電力
したデータを

ータ
分析して自治体へ

ン
連携し、

類
介護予防事業に展開

AI 活用 の 知 精度で 齢によ の衰えをキャッチ
握
検
が可能と り

い
少な も必 アプローチ

●

●

●

を
遠隔で
高齢者のい

した
健康状態
まま

健康状態
の把
で通りの生活を

によ
な
尊重

り高
、
し、

い人
心身の衰

加
員で
えに気づ

る心
要な人
いた

身
に
タイミングで適切な介入ができた

1

2

ーチ
電
アプロ
力スマートメーターをセンサとして活用

取り
電力
課題解決への
データをAIで分

組み
析して心身の衰えた人を抽出

組みの取り
高齢者の

結果
健康寿命の延伸と自治体職員の業務効率化を両立

健康な人

や あるため外出
変動の幅

宅内活動が
が大きい。

に籠りがちで自宅
少ないため変動の

宅内活動が
幅も小さい。

フレイルの人

時刻0時 6時 12時 18時 24時

電
気
使
用
量

時刻0時 6時 12時 18時 24時

電
気
使
用
量
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を超える 国最大級の で は、こ でに幾度と による災害に きた。
ープは、 など において、

なく
「地域

豪雨
マイクログリッド

見舞われ
」を

て
構築。

標高差2,700m
中部電力グル
脱炭素化に取り組むと

我が
指定避難施設
ともに、安全かつ

谷地形
の
安心

ある
重要拠点が
で強靱な

長野県飯田市
集まる
社会の実現

れま
同市川路地区
を目指す。

再生可能エネルギーを活用し、地域の防災力を高める

●局地的 ある中、停電時の電力供給のいち早い再開
●

な
地域単位

激甚災害が
での電力ネッ

増加傾向に
トワークの構築

課題
災害時に自立的に電力を供給できるしくみづくり

●災害により系統からの電力供給が途絶えても、復旧を待たずに供給再開が可能に

ネの有効活用」「メガソ ー いだ」 心に、自立運転時の調整電源に  
導入
い
を
EMSから ・ 御

「再エ

「EMS
「VPP

ーラ
 　　　　　　　　　　系統用蓄電池

（注1）」　クラウド上に構築した
（注2）活用」　平常時は蓄電池をVPPリソ

（1,000kW）

設備を監視
ースとして活

を中

制
用し、収益を獲得

「メ ーラーい 」 とした、独立した電力網をつくり、避難所などへ送電
エンス

●

●

●省エ 動 じ ポ

を核
向上
イン と連携させることで、地域経済の循環および

地域

災害時は
災害時の
ネ活
の再

レジ
に
エネ

ガソ
リ
応
の
て付
利用拡大

いだ
（回復力）
与される
や

トを
環境意識向上

地域通貨
に寄与

1

2

3

ーチ
地域
アプロ
マイクログリッドの構築

取り
地域
課題解決への
で創ったエネル

組み
ギーで、地域の課題を解決

り組み 果と今後 望取
地域マイク

の結
ログリッドは、リ

の展
ソースの有効活用・収益向上を図る手段の一つに

（注1） エネルギーマネジメントシステム。発電予測や需要予測をおこなう。　（注2）バーチャルパワープラント

通常の配電網のなかで運用
平常時

エネルギーマネジメントシステムで監視・制御

独立した電力網として運用
災害時

切り離し

蓄電池メガソーラーいいだ

住宅など

［ マイクログリッド ］

エネルギーマネジメントシステムで監視・制御

［ マイクログリッド ］

住宅など

蓄電池メガソーラーいいだ



ての 、 の取り組 の変革の 認識し、すべ
デジタ 用 て業務の

企業文化
を実践できるよう

必要性
、

を
人財育成プランを策定。

成長・
ル技術
活躍機会

従業員が
を活
の獲

DX
し
得をサポート

みの
高度化
して

必要性
・
います

・
効率化
。

全従業員がDX推進を担えるよう、教育プログラムを細分化して展開
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●中部電力グ 独自のDX・ITリテラシー向上動画教材を
作成、 開

● まで各階層別の必須研修を実施し、求め
られ

ルー
全従業員に
から新
役割・マイ を造

を リテラシ を向上●

● で デジタル
ー
技術への 比

れ

プ
展

入社員
ンド
効果
ム層
る

あ

成
実感、
り、

高年齢層に対し、DX・ITリテ
適応力が
ラシー底上

較的
げ低

の研修

経営層
る

95%の従業員が
社内のボリュー
いと想定さ

を実施

DX人財教育

●プロ ク 推進を担う と業務設計・実勢を
担う ジ ルエンジニア 割

● 場を 、 の価値向上や新たな
ビ

ェジ
「デ

実践的に
ジネスモ

ト
タ
学ぶ
デルを

設け
創出す

「DX推進人財」
」とで役割を分
お客さまニーズ
る人財育成を推進

の“D”に長けDX

デジタルエン
た

ジ
人材

ニア

高度データ分析 ・
IT スシ
高

業務高度化

テム
専門性
サービ けた

い
・
業務設計
おこなう

・A
設計
を
ス
・実
人

I環境整備
などの
持ち、
向上に向
装を
財

DXの“X”に長 人材けた

DX推進人材

企画開発 をもって
整理

デジ ・
お客 に
プラ

・
課題の本質
タル技術
さまサー
ンニング ク

し、
業務変革
向けた
ト推進を

おこ

創造革新志向
を理解・
を活用した
ビス変革
とプロジェ
なう人財

ITリテラシー底上げ

デジタル
エンジニア

DX
推進人材

の

すべての人材が ジ

て

タル技 活用できるよう
基礎的

すべ

デ
なデジタル

人材

術を
教育を実施

DX
人財育成

基礎教育
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デデーータプラタプラッットトフフォォーームム

データ・ データなど、長き 培って たデータをグループ内 するために、
「グ
電力供給
ループ共通デ

電力使用
ータプラットフォーム」を

にわ
整備。

たり
安全かつ

き
素早くデータを入手し、ビジ

で最大限
ネス

に
価値創出

利活用
に繋げます。

膨大なデータを利活用する体制を整え、新たなサービス開発を後押し

デー
DX
タ活用

D
X

中
部
電
力
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す

の
カ
タ
チ

社
会
課
題
解
決
事
例

09

課
題
解
決
を
支
え
る
実
現
力

データの活用にあたって

、データ利活用に る を設置
どでデータ をセ

デー より 通を

●

●

●

●

DX推進室に
ミナーな
タカタロ

管理者や
グに

公開範囲を
デー
定

おけ
利活用の実例
タを見える
めるなど、

化
適切

技術支援窓口
紹介
し、データ流
な管理体制を整

活性化
備

利用データについて

● ネルギーインフラ企業として培ってきた電力供給・使用データエ
を細か 分析
●気象 ータやエリア別発電実績など多種多様なデータ・情報
を
●社外 ー の ・分析もお ない、社内外データと掛け合わ
せ

く
デ

民主化
デ

て更に
タ
価値あ

集約
るデータへ

こ
昇華

デー

蓄積

タレイク

スマートメーター

社内システム

etc...

各種センサー

加工後

加工

データ

析

可

可

視

視

化・分

化・分

析サイト

各種センサ

DX推進室 膨大なデータの可視化・分析を可能にするデータプラットフォーム構築やデータ利活用の全社浸透に向けたユーザー支援

データプラットフォームデータ提供元

利用データの増加

csv

json

txt

ファイル

ユーザーユーザー


